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同
窓
会
会
長中

塚
　  

敬

（
産
業
社
会
学
科　
平
成
６
年
卒
）

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
ご
活
躍
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
同
窓
会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

　

こ
の
春
、
平
成
25
年
に
新
設
さ
れ
た
淡
路
島
の
地
域
創
成
農
学
部
へ
４

年
ぶ
り
に
訪
問
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
当
時
、
竣
工
式
典
へ
参
加
さ
せ

て
頂
い
た
事
が
昨
日
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
、
さ
ら
に
充
実
し
た
南
あ
わ
じ

市
の
環
境
と
大
学
の
設
備
に
改
め
て
感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、
南
あ
わ
じ

市
民
の
方
々
と
大
学
と
の
一
体
感
も
感
じ
る
大
変
良
い
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
来
春
に
は
農
学
部
醸
造
学
科
も
開
設
予
定
で
す
。
地
域
創
生
農
学

部
が
農
学
部
と
名
称
変
更
と
な
り
、
新
農
学
部
が
新
た
に
日
本
の
農
業
、

淡
路
島
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

昨
秋
、
岡
山
市
内
で
開
催
さ
れ
た
同
窓
会
定
期
総
会
に
参
加
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
総
会
も
大
変
盛
り
上
が
り
、
懐
か
し
い
顔
触
れ
と
大
変
楽
し

い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

以
前
、
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
改
め
て
大
学
同
窓
会
に
参
加
し
感

じ
た
の
で
書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。
大
学
関
係
者
の
皆
様
や
同
窓
生
の
皆
様

と
話
す
中
で
一
番
感
じ
た
事
、
そ
れ
は
や
は
り
『
縁
』
と
い
う
事
で
す
。

日
々
の
社
会
活
動
の
中
で
色
々
な
人
と
巡
り
会
う
訳
で
す
が
、
そ
の
中
で

何
か
の
『
縁
』
が
あ
る
と
、
本
当
に
う
れ
し
く
な
る
も
の
で
す
。
そ
の

『
縁
』
に
よ
っ
て
色
々
な
広
が
り
が
出
来
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

が
さ
ら
に
『
同
窓
』
と
い
う
『
縁
』
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
な
る
親
し
み
を
感

じ
る
事
が
あ
る
と
い
う
事
で
す
。
同
窓
会
は
こ
の
『
縁
』
を
も
っ
と
も
っ

と
広
げ
て
い
き
、
同
窓
生
の
皆
様
に
と
っ
て
有
意
義
な
会
に
し
て
同
窓
会

を
活
性
化
し
て
い
く
所
存
で
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
同
窓
生
の
皆
様
の
ご

協
力
な
し
に
は
同
窓
会
は
広
が
っ
て
い
き
ま
せ
ん
。
今
秋
の
定
期
総
会
や

懇
親
会
、
支
部
会
に
是
非
と
も
皆
様
に
参
加
し
て
頂
き
、
こ
の
『
縁
』
を

広
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

最
初
に
も
案
内
し
ま
し
た
が
、
来
春
に
は
新
し
い
学
科
『
農
学
部
醸
造

学
科
』
が
淡
路
キ
ャ
ン
パ
ス
に
開
設
さ
れ
ま
す
。
同
窓
生
の
皆
様
も
、
益
々

盛
り
上
が
る
大
学
と
と
も
に
、
同
窓
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
と
も
皆
様
の
同
窓
会
活
動
へ
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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飲み会感覚で、
お気軽に

ご参加ください ! 

日 時
会 場

会 費
次　 第

出　 欠

平成29年11月25日（土）　開会 17：15
SPORTS CAFE 12
岡山市北区幸町7-20アクタスビル4階
岡山駅から徒歩10分
2,000円 当日お支払い下さい。
17：00 受付開始
17：15 総会
18：00 懇親会
20：00 閉会
同封の返信用ハガキにより11月13日（月）
までにご回答くださいますよう、ご案内申
し上げます。

平成29年度
第24回

吉備国際大学同窓会
定期総会のご案内 in岡山

タカシマヤ

ドンキホーテ
みずほ銀行

西日本シティ銀行
岡山支店

ホテル
グランヴィア
岡山
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三井
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モール岡山

松屋

SPORTS CAFE 12

郵便局
ファミリーマート
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岡山駅東口

喜多村
病院

《岡山電気軌道》

《県庁通り》

《
市
役
所
筋
》

岡山駅前
東口

西口

岡
山
駅

西川緑道公園



　

こ
の
４
月
か
ら
社
会
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学

科
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
高
原
皓
全
と
申
し
ま

す
。
私
は
、
２
０
０
６
年
３
月
に
吉
備
国
際
大
学

社
会
福
祉
学
部
健
康
ス
ポ
ー
ツ
福
祉
学
科
を
卒
業

し
、
そ
の
後
他
大
学
大
学
院
で
体
育
学
、
健
康
科

学
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
大
学
院
修
了
後
は
人

間
総
合
科
学
大
学
（
埼
玉
県
）
で
教
員
と
し
て
５

年
間
勤
務
し
、
本
年
度
４
月
、
11
年
ぶ
り
に
母
校

に
戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
科

で
は
解
剖
学
、
運
動
処
方
、
体
力
学
、
内
科
学
一

般
、
体
力
学
演
習
な
ど
の
授
業
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
科
の
学
生
の
多
く
は
、
運

動
の
指
導
者
を
将
来
の
仕
事
と
し
て
考
え
て
お

り
、
学
生
た
ち
が
将
来
の
現
場
で
役
に
立
つ
知

識
・
技
術
の
習
得
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

人
体
は
加
齢
と
と
も
に
老
化
し
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
生
理
的
老
化
と
病
的
老
化
は
全
く
異
な

り
、
こ
れ
ら
の
老
化
現
象
は
身
体
活
動
の
適
・
不

適
に
よ
っ
て
明
暗
を
分
け
ま
す
。
生
理
的
老
化
は

花
咲
け
る
老
化
、
つ
ま
り
健
康
的
老
化
と
表
現
で

き
、
病
的
老
化
は
生
活
習
慣
病
、
つ
ま
り
肥
満
等

に
よ
り
病
気
を
起
こ
す
可
能
性
の
高
い
状
態
と
表

現
で
き
ま
す
。
適
切
な
運
動
強
度
と
時
間
を
要
し

て
い
れ
ば
、
１
週
間
に
１
回
の
運
動
実
施
で
さ
え

も
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
ー
を
減
少
さ

せ
る
と
い
う
エ
ビ
デ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
私
は
講

義
を
通
し
て
病
的
老
化
が
運
動
不
足
に
よ
っ
て
生

じ
る
可
能
性
を
理
解
さ
せ
、
科
学
的
知
見
に
基
づ

く
適
切
な
運
動
が
行
わ
れ
れ
ば
、
花
咲
け
る
老
化

に
結
び
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
学
生
が
理

解
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
科
学
的

根
拠
に
裏
付
け
ら
れ
た
知
識
と
技
術
を
持
っ
た
人

材
を
１
人
で
も
多
く
社
会
に
輩
出
で
き
る
よ
う

日
々
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と

も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

初
め
ま
し
て
、
私
は
吉
備
国
際
大
学
保
健
医
療

福
祉
学
部
看
護
学
科
を
卒
業
し
た
の
ち
、
大
阪
府

で
高
校
教
諭
を
し
て
い
ま
し
た
。
２
０
１
７
年
４
月

よ
り
看
護
学
科
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
保

健
医
療
福
祉
学
部
看
護
学
科
に
所
属
し
主
に
教
職

関
係
の
授
業
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。

　

学
生
時
代
は
、
見
た
こ
と
も
な
い
大
き
な
虫
や
夏

の
暑
さ
、
冬
の
寒
さ
に
驚
き
ま
し
た
が
、
私
の
大
学

で
の
４
年
間
は
先
生
方
に
助
け
ら
れ
、
友
人
と
一
緒

に
勉
強
や
実
習
を
乗
り
越
え
た
素
敵
な
４
年
間
で

す
。
今
回
、
こ
の
よ
う
な
形
で
大
学
に
戻
っ
て
く
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
本
当
に
幸
せ
に
思
い
ま
す
。

「
出
会
い
は
奇
跡
。
縁
を
大
事
に
す
る
こ
と
は
財
産

に
な
る
」
と
い
う
言
葉
は
本
当
だ
っ
た
の
だ
な
、
と

心
か
ら
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
学
生
の
も

つ
能
力
を
大
事
に
育
て
、
社
会
貢
献
で
き
る
人
材
の

養
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

市
役
所
や
備
中
高
梁
駅
も
建
て
替
え
ら
れ
、
自

然
だ
け
で
は
な
い
オ
シ
ャ
レ
な
街
並
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
も
懐
か
し
い
高
梁
の
街
へ
是
非
、戻
っ

て
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ご
　
挨
　
拶

吉
備
国
際
大
学
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
平
素
は
同
窓
会

な
ら
び
に
母
校
に
対
し
ま
し
て
、
多
大
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
学
の
母
体
で
あ
る
学
校
法
人
順
正
学
園
は
、

昨
年
、
創
立
50
周
年
を
迎
え
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
平
成
２

年
に
高
梁
市
に
開
学
し
た
吉
備
国
際
大
学
も
、
早
い
も

の
で
、
間
も
な
く
開
学
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
平
成
28
年
度
末
に
は
、
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス

の
地
域
創
成
農
学
部
か
ら
初
め
て
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
、
現
在
の
同
窓
生
の
総
数
は
、
１
４
、８
３
５
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
外

国
語
学
部
第
１
期
生
が
卒
業
す
る
予
定
で
あ
り
、
高
梁

キ
ャ
ン
パ
ス
に
加
え
て
、
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
、

岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
に
も
同
窓
会
が
誕
生
し
、
益
々
発
展
し

て
い
く
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
こ
で
、
本
学
の
学
部
学
科
構
成
に
つ
い
て
簡
単
に
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
来
年
度
に
は
、
農
学
部
（
地

域
創
成
農
学
部
か
ら
学
部
名
称
変
更
）
に
醸
造
学
科
を

新
設
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
以
下
の
６

学
部
12
学
科
お
よ
び
１
通
信
教
育
課
程
、
さ
ら
に
、
通

学
生
及
び
通
信
制
の
大
学
院
修
士
課
程
、
博
士
（
前
期
）

課
程
、
博
士
（
後
期
）
課
程
を
擁
す
る
総
合
大
学
と
し

て
教
育
研
究
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

【
高
梁
キ
ャ
ン
パ
ス
】

社
会
科
学
部
（
経
営
社
会
学
科
・
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
科
）

保
健
医
療
福
祉
学
部
（
看
護
学
科
・
理
学
療
法
学
科
・

作
業
療
法
学
科
・
社
会
福
祉
学
科
）

心
理
学
部
（
心
理
学
科
・
子
ど
も
発
達
教
育
学
科
）

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
文
化
学
部
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
文
化

学
科
）

通
信
教
育
部　

心
理
学
部
（
子
ど
も
発
達
教
育
学
科
）

【
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
】

農
学
部
（
域
創
成
農
学
科
・
醸
造
学
科
）

【
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
】

外
国
語
学
部
（
外
国
学
科
）

ま
た
、
平
成
25
年
度
～
29
年
度
の
文
部
科
学
省
「
地

（
知
）
の
拠
点
整
備
事
業
（
大
学
Ｃ
Ｏ
Ｃ
事
業
）」
に
地
域

の
拠
点
大
学
と
し
て
採
択
さ
れ
、
地
域
の
学
術
の
中
心
と

し
て
高
い
評
価
を
受
け
、
教
職
員
一
同
、
地
域
社
会
の
創

成
に
実
践
的
に
役
立
つ
人
材
の
養
成
を
目
指
し
て
全
力
で

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
是
非
一
度
、
本
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
い

て
い
た
だ
き
、
母
校
の
多
彩
な
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

ご
覧
い
た
だ
き
、ま
た
、機
会
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、是
非
、

友
人
・
知
人
の
方
々
に
も
紹
介
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚

に
存
じ
ま
す
。

「
吉
備
国
際
大
学
学
生
奨
学
寄
付
金
」
の
設
立
と
ご
協

力
の
お
願
い

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
既
に
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
、
現
在
の
少
子
高
齢
化
が
進
む
社
会
情
勢
の
中
、

大
学
は
学
生
の
確
保
に
備
え
た
果
敢
な
対
応
が
必
要
な

局
面
に
あ
り
ま
す
。
本
学
も
決
し
て
例
外
で
は
な
く
、
キ

ラ
リ
と
光
る
魅
力
あ
る
学
部
学
科
の
教
育
内
容
と
学
修

環
境
の
提
供
こ
そ
必
須
と
考
え
て
お
り
、
教
職
員
は
、
学

生
納
付
金
以
外
の
公
的
資
金
、
科
学
研
究
費
、
産
学
連

携
に
よ
る
共
同
研
究
費
や
各
種
奨
学
金
等
の
外
部
資
金

の
獲
得
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
他
、
国
公
立
大
を
含

む
多
く
の
大
学
で
は
、
同
窓
会
に
よ
る
教
育
研
究
支
援

基
金
制
度
が
設
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
様
な
情
勢
の
中
で
、
今
後
も
吉
備
国
際
大
学
の

建
学
の
理
念
に
基
づ
き
、
社
会
に
有
為
な
人
材
を
一
人
で

も
多
く
継
続
的
に
養
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
社

会
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
特
に
優
秀
な
学

生
の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、「
吉
備
国
際

大
学
学
生
奨
学
寄
付
金
」
を
設
立
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
皆
様
に
は
、
本
趣
旨
へ
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今

後
と
も
、
教
職
員
一
同
、
一
人
で
も
多
く
の
人
材
を
養
成

す
べ
く
邁
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
倍
旧
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
あ
た
り
、
皆
様
に
は
、
相
互
の
協
働
に
よ
り

会
員
一
人
ひ
と
り
の
社
会
的
向
上
に
繋
が
る
親
睦
と
交
流

の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。
母
校
は
、

い
つ
で
も
皆
様
に
門
戸
を
開
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
何
な

り
と
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
健

康
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
て
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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新任の教職員へインタビュー「高梁に帰還しました」

吉備国際大学 
第７代学長

眞山　滋志

保健医療福祉学部　看護学科　助教

清水　菜月

2014年３月　保健医療福祉学部看護学科卒業

社会科学部スポーツ社会学科 講師

高原　皓全

学位、資格等：博士（健康科学）、健康運動指導士
2006年：社会福祉学部健康スポーツ福祉学科卒業
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２
０
１
８
年
４
月　

南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
に

醸
造
学
科
開
設
!!

南あわじ志知キャンパス大学トピックス 　

吉
備
国
際
大
学
で
は
、
２
０
１
８
年
４
月
、
南
あ

わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
に
醸
造
学
科
を
新
設
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
に
伴
い
、
学
部
名
が
地
域
創
成

農
学
部
か
ら
農
学
部
へ
と
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

醸
造
学
科
で
は
、
醸
造
・
発
酵
と
い
っ
た
食
品
の

「
科
学
」
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
知
識
と
技
術
を
広

く
身
に
つ
け
ま
す
。
味
噌
や
醤
油
、
酒
な
ど
、
伝
統

的
な
醸
造
・
発
酵
食
品
な
ど
の
技
術
を
さ
ら
に
進
化

さ
せ
、
今
ま
で
に
な
い
醸
造
関
連
食
品
の
創
出
や
食

文
化
へ
の
応
用
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
社
会
を
は
じ

め
と
し
た
日
本
国
内
、
そ
し
て
国
際
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。

　

皆
様
の
ま
わ
り
で
、
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
ご
案
内
下
さ
い
ま
す
よ

う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会

関
西
支
部
会
を
開
催
し
ま
す

　

２
０
１
３
年
に
開
設
し
た
「
南
あ
わ
じ
志
知

キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
会
場
に
、
左
記
の
日
時
で
同

窓
会
関
西
支
部
会
を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、

同
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
学
園
祭
「
第
２
回
く
に

う
み
祭
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
学
園
祭
を

楽
し
み
な
が
ら
の
同
窓
会
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

卒
業
生
の
皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
、
南
あ
わ
じ
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
駐
車
場
も
多
数
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
お
車
で
の
来
場
も
可
能
で
す
。

日
時
：
11
月
11
日
（
土
）　

正
午

場
所
：
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス

（
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
志
知
佐
礼
尾
３
７
０-

１
）

電
話
：
０
７
９
９-

４
２-

４
７
０
０

【
ア
ク
セ
ス
方
法
】

ク
ル
マ
：�
神
戸
淡
路
鳴
門
自
動
車
道
「
西
淡
三

原
Ｉ
Ｃ
」
か
ら
5
分

バ　

ス
：�

神
戸
「
三
ノ
宮
」
駅
か
ら
高
速
バ
ス

「
福
良
」
行
き
「
陸
の
港
西
淡
」
下
車
、

徒
歩
10
分

「
地
域
創
成
農
学
部
」

初
め
て
の
卒
業
生
を
輩
出

　

地
域
創
成
農
学
部
の
学
び
舎
で
あ
る
南
あ
わ

じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
、
こ
の
た
び
初
め
て

の
卒
業
生
を
輩
出
し
ま
し
た
。
4
年
前
に
入
学

し
た
１
期
生
は
、
9
割
を
超
え
る
学
生
が
淡
路

島
の
島
外
か
ら
集
ま
っ
て
来
ま
し
た
。
当
初
は

不
慣
れ
だ
っ
た
淡
路
島
で
の
生
活
も
、
月
日
の

経
過
と
と
も
に
慣
れ
て
い
き
、
大
勢
の
学
生
が

実
習
や
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
で
南
あ
わ
じ
市
民
の

方
々
と
接
点
を
持
ち
、
こ
う
し
た
関
わ
り
が
、

学
生
自
身
の
大
い
な
る
成
長
の
糧
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
卒
業
生
51
人
全
員
の
就
職
・
進
学

が
決
定
し
、
そ
の
中
で
も
13
人
も
の
学
生
が
淡

路
島
内
へ
の
就
職
・
進
学
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
を
巣
立
っ
た
卒

業
生
が
、
こ
れ
か
ら
先
輩
卒
業
生
の
皆
さ
ま
と

関
わ
り
を
持
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
う
か
今
後
と

も
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
賜
り
ま
す
よ
う
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス

第
２
回
学
園
祭
開
催
し
ま
す
！

　

開
設
５
年
目
を
迎
え
た
吉
備
国
際
大
学
南
あ

わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
（
地
域
創
成
農
学
部
）
で

は
、２
回
目
の
「
く
に
う
み
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

昨
年
は
た
い
へ
ん
多
く
の
方
々
が
来
て
く
だ
さ

り
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
の
学
園
祭
も

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
時
：
11
月
11
日
（
土
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
：�

南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス

（
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
志
知
佐
礼
尾
３
７
０-

１
）

　

昨
年
実
施
し
た
三
原
志
知
和
太
鼓
ク
ラ
ブ「
志

童
」、
吉
備
国
際
大
学
軽
音
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
演
奏
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
を
は
じ
め
、

今
年
新
た
に
予
定
さ
れ
て
い
る
創
作
料
理
コ
ン

テ
ス
ト
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
＆
抽
選
会
が
加
わ
っ

た
イ
ベ
ン
ト
に
模
擬
店
も
多
数
出
店
、ゆ
る
キ
ャ

ラ
も
登
場
し
ま
す
。
駐
車
場
も
多
数
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
お
車
で
の
来
場
も
大
丈
夫
で
す
。

【
問
】
南
あ
わ
じ
志
知
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
室

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
９
９-

４
２-

４
７
０
０

アクセスマップ
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順
正
学
園
で
は
学
園
創
設
50
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
子
ど

も
を
養
育
す
る
生
活
困
窮
世
帯
へ
の
食
品
支
援
事
業
「
順
正
デ

リ
シ
ャ
ス
フ
ー
ド
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　
７
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
生
活
困
窮
状
態
に
あ
る
と
い
う「
子

ど
も
の
貧
困
」
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
現
代
。
こ
の
活
動

の
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
卒
業
生
の
皆
様
方
に
是
非
、
ご

寄
付
を
お
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

個
人
会
員
は
１
口
３
、０
０
０
円
以
上
、
法
人
会
員
は
１
口

１
０
、０
０
０
円
以
上
（
法
人
特
別
会
員
は
１
口
５
０
、０
０
０

円
以
上
）。
詳
細
は
、
順
正
学
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ

Ｅ
Ｌ
：
０
８
６
６—

２
２—

３
５
４
８
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
８
６
６—

２
２—

３
９
５
１
、m

ail

：volcen@
offi
ce.jei.ac.jp

）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

順
正
学
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
支
援
事
業

順
正
デ
リ
シ
ャ
ス
フ
ー
ド
キ
ッ
ズ

ク
ラ
ブ　

寄
付
の
お
願
い

岡山キャンパス

高梁キャンパス

岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
生
と
の
国
際
交
流
会
が
開
催

　

平
成
29
年
２
月
10
日
、
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
日
本
政
府

の
国
際
交
流
事
業
「
対
日
理
解
促
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

（JE
N
E
SY
S2016

・ア
ジ
ア
地
域
）に
よ
り
招
へ
い
さ
れ
た
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
大
学
生
25
名
と
外
国
語
学
部
の
学
生
に
よ
る
国
際
交

流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
互
い
の
国
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
う
ら

じ
ゃ
踊
り
の
体
験
やScavenger�hunt

（
体
験
型
の
交
流
ゲ
ー

ム
）
な
ど
、
限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
非
常
に
楽
し
い
相
互
交

流
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
学
生
達
も
大
変
喜
ん
で
く
れ
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
が
カ
ケ
ハ
シ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
ア
メ
リ
カ
へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
１
月
６
日
か
ら
１
月
13
日
ま
で
、
日
本
政
府
の
国
際

交
流
事
業「
対
日
理
解
促
進
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」（K
A
K
EH
A
SH
I�

P
roject

）
に
採
択
さ
れ
、
外
国
語
学
部
の
学
生
12
名
と
教
員

１
名
が
、
天
理
大
学
の
学
生
・
教
員
と
共
に
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ワ
シ
ン
ト
ン
州
シ
ア
ト
ル
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ア
ト
ル
で
は
、
現
地
の
高
校
や
大
学
を
訪
問
し
、
日
本
を
紹

介
し
て
学
生
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
領
事
館
や
現
地
の
日
系
企
業
を
表
敬
訪
問
し
、
現

地
で
の
日
本
人
の
生
活
や
支
援
体
制
に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

　

政
府
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
と
高
い

ハ
ー
ド
ル
に
挑
戦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、

非
常
に
有
意
義
で
貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
外
国
語
学
部
新
入
学
生
歓
迎
の

a
fterno

on tea
が
開
催

　

吉
備
国
際
大
学
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、
平
成
29
年
４
月
３
日

に
新
入
学
生
歓
迎
のafternoon�tea�

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
新
た
に
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
び
始
め
る
外
国
語

学
部
の
１
年
次
生
24
名
と
海
外
か
ら
の
短
期
留
学
生
２
名
。
更

に
保
護
者
や
教
職
員
、
加
計
理
事
長
や
眞
山
学
長
な
ど
を
加
え
、

約
70
名
の
出
席
者
の
も
と
、
新
入
学
生
か
ら
は
大
学
生
活
に
対

す
る
期
待
や
不
安
、
短
期
留
学
生
か
ら
は
留
学
中
の
抱
負
、
教

職
員
か
ら
は
歓
迎
と
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
が
栄
西
禅
師
生
誕
の
地
を
訪
問

　

平
成
29
年
４
月
22
日
、
外
国
語
学
部
１
年
次
生
が
「
日
本
の
芸

術
」
の
学
外
授
業
で
総
社
市
の
栄
西
禅
師
生
誕
の
地
を
訪
れ
、
地

元
の
宮
内
踊
保
存
会
の
皆
さ
ん
と
共
に
栄
西
踊
り
を
奉
納
し
ま
し

た
。
ま
た
、
臨
済
宗
建
仁
寺
派
管
長
の
小
堀
泰
巖
老
大
師
に
よ
る

御
法
要
と
献
茶
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
生
達
は
貴
重
な
機
会
を
得
て
、
学
ぶ
意
識
を
高
め
る
と
共
に
、

文
化
的
に
献
茶
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
奉
納
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
実
体
験
を
交
え
て
学
び
ま
し
た
。

岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
大
学

（
ア
メ
リ
カ
）
の
学
生
と
の
国
際
交
流
会
が
開
催

　

平
成
29
年
５
月
11
日
、
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
外
国
語
学
部
の
学

生
と
吉
備
国
際
大
学
と
教
育
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
大
学
の
学
生
26
名
と
の
国
際
交
流
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

外
国
語
学
部
の
学
生
と
一
緒
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
日
本
文

化
体
験
と
し
て
、
茶
道
と
書
道
の
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
大
学
の
ほ
と
ん
ど
の
学
生
は
、
書
道

初
体
験
だ
っ
た
の
で
、
扇
子
に
好
き
な
漢
字
を
書
い
て
お
土
産
に

し
た
の
が
大
好
評
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
食
堂
に
移
動
し
、
ガ
ル
シ
ア
先
生
主
導
の
も
と
、
互

い
の
共
通
項
を
探
り
な
が
ら
友
だ
ち
作
り
を
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
た
り
、食
事
を
し
た
り
し
な
が
ら
、国
際
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

と
て
も
親
睦
が
深
ま
り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
大
学
へ
の

留
学
を
希
望
す
る
学
生
も
増
え
ま
し
た
。

岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
ア
メ
リ
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル
訪
日
団
と
の

国
際
交
流
会
が
開
催

　

平
成
29
年
７
月
12
日
、
岡
山
キ
ャ
ン
パ
ス
で
外
国
語
学
部
の

学
生
と
吉
備
国
際
大
学
と
教
育
交
流
協
定
を
締
結
し
て
い
る
ア

メ
リ
カ
の
ラ
イ
ト
州
立
大
学
、
フ
ィ
ン
ド
リ
ー
大
学
、
ブ
ラ
ジ

ル
の
パ
ラ
ナ
連
邦
大
学
、
パ
ラ
ナ
・
カ
ト
リ
カ
大
学
か
ら
の
訪

日
団
と
の
国
際
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
各
々
の
国
や
大
学
を
互
い
に
紹
介
す
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
外
国
語
学
部
の
学
生
と
訪
日
団
の
学
生
と

が
数
人
の
グ
ル
ー
プ
を
作
っ
て
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
達
成
す
る
交
流

ゲ
ー
ム
、
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
非
常
に

楽
し
い
１
日
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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（写真手前が石井・小箕ペア）

部活動編活躍する現役生

ソフトテニス部

車椅子バスケットボール部ＢＥＡＴ
　吉備国際大学硬式野球部、現在、部員101名。岡山県、広島県の出身者
を中心に、近年は中国地方だけでなく、四国地方、九州地方、近畿地方など、
西日本の多方面から吉備国際大学のユニフォームを着て、東京ドームや神
宮球場で戦いたい。そんな大きな志を持った学生が高梁の地に集まってい
ます。
　私が、主務となり３年が経ちます。主務の仕事は、連盟に係る業務や野
球部のスケジュール管理からバスの手配まで様々あり、多くの仕事をこなし
てきました。
　硬式野球部は山陽新聞社杯第６回岡山県大学野球大会（平成29年８月）
にて初めて、ライバル校を破り優勝を飾ることが出来ました。次は、私に
とって最後の秋リーグ戦が控えています。裏方として野球部を支えて優勝
し、全国大会へ出場できるように最大限の努力をしていきます。
　いつも応援して下さる野球部ＯＢの皆様だけではなく吉備国際大学ＯＢ
の皆様、大学関係者の皆様、在学生の皆様そして、地域の皆様に感謝し、
頑張っていきます。
　これからも吉備国際大学硬式野球部をよろしくお願いいたします。また、
同窓生の皆様の中で、お子さんに高校球児がいらっしゃいましたら、是非、
母校であります、吉備国際大学をよろしくお願いいたします。

　４月28日～５月２日の日程で、平成29年度中国学生ソフトテニスリー
グ戦大会（団体）、選手権大会（ダブルス、シングルス）が山口県周南市
で行われ、吉備国際大学ソフトテニス部女子が優秀な成績を収めました。
　リーグ戦大会（女子１部リーグ）では各試合接戦の中４勝１敗の戦
績で優勝を果たしました。

☆�女子団体１部リーグ結果
（１チームはダブルス２、シングルス１で構成）
　吉備国際大学�１�— ②�広島大学
　吉備国際大学�②�— １�島根大学
　吉備国際大学�②�— １�福山平成大学
　吉備国際大学�②�— １�広島修道大学
　吉備国際大学�②�— １�岡山大学
　さらに、団体戦に続いて行われた選手権（女子ダブルス）では石井�
咲妃（理学療法学科２年）・小箕�ありさ（スポーツ社会学科２年）ペ
アが優勝を果たすなど活躍を見せました。
�　男女とも日々練習に励むソフトテニス部に今後とも熱いご声援をよ
ろしくお願いいたします。

　こんにちは。車椅子バスケットボール部ＢＥＡＴです。現在プレイヤー
とマネージャー合わせて男女20名で活動しています。
　車椅子バスケといえば、障がい者のスポーツというイメージが強いと
思いますが、今は健常者の選手やチームも増えていて、障がいの有無に
関係なく、単純にみんなで楽しめるスポーツとなっています。
　スラムダンクの作者が、車椅子バスケを題材にして描いた漫画「リア
ル」の存在や、パラリンピックでの種目であることなど、このスポーツ
の人気はどんどん上がってきています。
　この大学以外にも、全国の約８大学に車椅子バスケットの部活やサー
クルがあり、毎年春と秋には大学生のみで行われる全国大会もあります。
　私たちはこの２つの大会に向けてチーム一丸となって日々練習に取り
組んでいます。これからも応援して下さる方々に感謝の気持ちを忘れず
に、日々練習に励みたいと思います。今後ともご声援をよろしくお願い
いたします。

硬式野球部

吉備国際大学
社会科学部
スポーツ社会学科４年

谷　侑紀 　私達ＦＣ吉備国際大学Charmeは、サッカーをすることだけでなく、
試合を開催するために必要な「運営」も自分達で行っております。「運
営」とは何か？それは、試合を開催するために必要な会場の準備はも
ちろん、サポーターの方に試合以外の面でも「楽しい」「また来たい」
と思っていただけるように、いろんなイベントを企画し実施したり、
グッズ販売等を行うことです。会場の準備には、ピッチを作成するた
めのライン引きやゴールの設置、ベンチを設置したり等様々です。そ
の他にも、たくさんの協賛をいただいているスポンサー様のバナーや
看板を設置したり、会場の雰囲気を盛り上げるためにＣｈａｒｍｅの
のぼりをたくさん設置したり、グッズ販売やチケット販売のブースを
設置したり等もあります。一見、作業は明確で同じことの繰り返しの
ように思えますが、実はそうではありません。ホーム戦が終わる度に
毎回反省会を行い、良いところは良いでさらに伸ばし、課題となるこ
とについては全体で共有し次回のホーム戦までに改善するよう努めま
す。時には別のチームの運営を見学させてもらい、学ばせていただく
こともあります。そこから新たな発見や改善点を見出し、自分たちの
運営に繋げております。また、選手からもイベント等について企画・
提案をしてもらい、実際にそのイベントが実現することもあります。
ピッチの中で勝つために全力でプレーしている選手は皆さんご存知だ
と思います。ですがその裏で、試合に出れない選手達もまた、最高の
運営をするために陰で全力で動いていることを皆さんにしていただき
たく、今回紹介させていただきました。是非、会場にお越しいただき
プレーしている選手はもちろん、運営をしている選手も見ていただき
たいと思います。

FC吉備国際大学Charme
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活躍する卒業生katsuyakusuru��sotsugyosei

久
慈
　
　
聖
さ
ん

坂
井
　
遼
河
さ
ん

橋
本
　
紗
映
さ
ん

（
社
会
学
部
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
科
卒
業
）

勤
務
先
：
富
士
機
械
工
業
株
式
会
社

（
心
理
学
部　

心
理
学
科
卒
業
）

勤
務
先
：
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

（
子
ど
も
発
達
教
育
学
科
卒
業
）

勤
務
先
：
福
山
市
立
大
津
野
小
学
校

　

私
は
、
吉
備
国
際
大
学
の
心
理
学
部
心
理
学
科
に
在
籍

し
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
高
梁
市
に
来
た
時
の
印
象
は

「
何
も
な
い
町
」で
し
た
。
高
校
ま
で
ず
っ
と
広
島
で
育
っ

て
き
た
私
に
と
っ
て
、
慣
れ
な
い
土
地
、
し
か
も
初
め
て

の
一
人
暮
ら
し
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か
し
、

大
学
の
教
員
の
方
々
や
先
輩
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
の
オ
ー

ナ
ー
さ
ん
や
地
域
の
方
々
の
協
力
も
あ
り
、
す
ぐ
に
大
学

生
活
に
馴
染
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
入
学
し
て
１
か
月

で
高
梁
市
の
印
象
は
「
何
も
な
い
町
」
か
ら
「
暖
か
い
町
」

に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
高
梁
市
を
好
き
に
な
っ
て
か
ら

の
景
色
は
綺
麗
で
、
備
中
松
山
城
を
見
な
が
ら
登
校
す
る

の
が
私
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
私
は
大
学
４
年
間
、
吉
備
国
際
大
学
少
林
寺

拳
法
部
で
修
行
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
３
年
生
の
時
に

は
部
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
少
林
寺
拳
法
の
技
だ
け
で

な
く
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
養
い
、
礼
儀
を
学
び
、
人
と

し
て
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
も
全

て
、
優
し
く
、
時
に
は
厳
し
く
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
顧

問
の
先
生
、
監
督
、
コ
ー
チ
の
方
々
。
い
つ
も
カ
ッ
コ
よ

く
て
私
の
目
指
す
存
在
と
な
っ
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
。

共
に
切
磋
琢
磨
し
、
何
度
も
支
え
て
く
れ
た
同
級
生
。
頼

り
な
か
っ
た
私
に
つ
い
て
き
て
く
れ
た
後
輩
た
ち
の
お
か

げ
で
す
。

　

現
在
、
私
は
ず
っ
と
夢
だ
っ
た
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
に
勤
め
て
お
り
ま
す
。
仕
事
で
は
多
く
の
方
々

　

今
年
の
春
か
ら
福
山
市
立
大
津
野
小
学
校
で
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。

　

慌
た
だ
し
く
過
ぎ
て
い
く
毎
日
で
す
が
、
子
ど
も
達
の

笑
顔
に
元
気
と
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
な
が
ら
充
実
し
た
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
初
任
研
や
校
内
・
学
区
内
の

研
修
が
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
吸
収
で
き
少
し
ず
つ

授
業
力
が
つ
い
て
い
る
の
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
初
任
研

で
は
、
た
く
さ
ん
の
同
期
が
い
る
の
で
、
一
緒
に
指
導
案

を
作
っ
た
り
、
相
談
し
た
り
と
教
え
あ
い
切
磋
琢
磨
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
大
切
に
、
全
て

は
子
ど
も
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　

元
々
は
体
育
教
師
に
な
る
た
め
に
大
学
に
入
っ
た
。
し

か
し
、
大
学
で
の
様
々
な
出
会
い
が
僕
の
人
生
を
大
き
く

動
か
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
人
は
在
学
中
に
英
語
の
授
業

で
教
鞭
を
振
る
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
ャ
ン
グ
こ
と
安
田

先
生
だ
っ
た
。
特
に
学
才
の
な
い
僕
に
異
文
化
に
触
れ
る

楽
し
さ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の

在
学
中
に
ハ
ワ
イ
、
台
湾
と
、
卒
業
後
に
大
学
姉
妹
提
携

制
度
を
活
か
し
米
国
オ
ハ
イ
オ
州
に
ま
で
留
学
す
る
羽
目

と
な
る
。
サ
ッ
カ
ー
推
薦
の
生
徒
と
し
て
は
異
例
だ
っ
た

が
、
そ
れ
ほ
ど
異
文
化
に
触
れ
る
こ
と
に
の
め
り
込
ん
で

い
た
。

　

卒
業
後
は
、
食
品
メ
ー
カ
ー
営
業
、
外
資
系
サ
ー
ビ
ス

業
、
機
械
系
メ
ー
カ
ー
営
業
職
に
就
き
、
い
ず
れ
も
海

外
営
業
兼
務
、
も
し
く
は
英
語
、
中
国
語
な
ど
に
触
れ

る
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
現
在
は
国
内
関
西

地
区
、
海
外
中
央
ア
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
な
ど
の
地
域
の
顧
客

に
対
し
て
自
社
製
品
P
R
を
行
っ
て
い
る
。
大
学
入
学
当

初
で
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
未
来
を
歩
ん
で
い
る
自

分
が
い
る
。
た
だ
確
か
に
人
生
を
大
き
く
変
え
て
く
れ
た

き
っ
か
け
を
く
れ
た
の
は
我
が
母
校
で
あ
る
吉
備
国
際
大

学
で
あ
り
、
今
ま
で
出
会
っ
た
す
べ
て
の
人
々
の
お
か
げ

で
あ
る
。

と
接
す
る
機
会
が
多
い
た
め
、
心
理
学
科
で
学
ん
で
き
た

知
識
を
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
自

己
確
立
、
自
他
共
栄
を
説
く
少
林
寺
拳
法
の
理
念
は
今
で

も
私
の
支
え
と
な
っ
て
お
り
、「
半
ば
は
自
己
の
幸
せ
を
、

半
ば
は
他
人
の
幸
せ
を
」
と
考
え
な
が
ら
働
く
こ
と
で
、

仕
事
が
楽
し
く
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
吉
備
国
際
大
学
で
の
生
活
は
、
全
て
現
在
の
私

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
学
生
活
で
私
の
人
生
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
私
の
人
生
の
中
で
大
学
生
活
は
高
梁
川
の
よ
う
に
大

き
な
存
在
で
、
今
こ
う
し
て
振
り
返
っ
て
み
る
と
幸
せ
で

充
実
し
た
4
年
間
で
し
た
。
こ
の
大
学
生
活
の
思
い
出
は
、

一
生
の
宝
物
で
、
私
の
人
生
の
支
え
で
す
。
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　今回で、記念すべき50回目となる伊賀祭の今年のテーマは「50年の輪～ Shin ing Takahash i ～」です。この
テーマのもと今までで一番最高の伊賀祭だったと皆様に思っていただけるよう各パートで様々な連携をとり、高梁市
の皆様とともに様々な新しい企画を検討し、工夫をして準備を進めています。
　さらにプロコンサートは大変頑張りました。なんと今ドラマの主題歌でも話題の家入レオさんをお呼びすることが
できました。この機会にぜひ母校に名曲の数々を聴きに来られませんか？また、メインステージでは様々な模擬店や
企画を用意しております。今年の伊賀祭は11月４日（土）、５日（日）です。皆さんのお越しをお待ちしています。

吉備国際大学の開学当初を考えると高梁の町も大学も随
分と変化を続けております。
今年２月にはＪＲ備中高梁駅に隣接する複合施設内に「未
来につなぐ図書館」をコンセプトに365日年中無休の「高梁
市図書館」（朝９時から夜９時まで開館）がオープンしてお
りますので、高梁にお越しの際には是非、高梁市図書館に
立ち寄ってみてください。

学祭50周年
～ 学 生 実 行 委 員 か ら 卒 業 生 の 皆 様 へ ～

変わる
高梁市の
風景

高梁市図書館
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平成28年同窓会役員紹介
平成28年度同窓会役員を紹介いたします。

会　長　　中塚　　敬　　産業社会学科　（平成６年卒）
副会長　　河本　裕之　　産業社会学科　（平成６年卒）
　　　　　藤原　卓也　　社会福祉学科　（平成13年卒）
理　事　　矢頭　　徹　　産業社会学科　（平成10年卒）
　　　　　中原　　崇　　社会福祉学科　（平成11年卒）
　　　　　原田　亮二　　保健福祉学科　（平成11年卒）
　　　　　井上　茂樹　　理学療法学科　（平成13年卒）
庶　務　　小林　琢也　　国際社会学科　（平成12年卒）
　　　　　江澤　景子　　保健福祉学科　（平成12年卒）
会　計　　田村　紀浩　　産業社会学科　（平成10年卒）
　　　　　黒田　昌樹　　国際社会学科　（平成８年卒）
監　査　　長安　輝明　　産業社会学科　（平成６年卒）
　　　　　大西　章博　　産業社会学科　（平成10年卒）

編 集 後 記
今年度なぜか編集後記を頼まれた１期生のNです。２年前の会報誌を作成

させて頂きました。この時期は、毎年暑い夏ですが、今年は暑いうえに突然、
非常に強い雨が降る日が高梁でも続いてます。私ごとですが、車のクーラーが
岡山市内出張中に故障しました。ほぼサウナ状態。25年前はそんなに感じま
せんでしたが、現在どれだけ暑い夏になっているか思い知らされます。

現在大学では、８月・９月が夏休みとなっておりますが、毎日学生たちが休
みにも関わらず、部活動、勉強、ボランティア等で大学に来ています。そんな
学生を見るたびに、今の学生は、大変だなぁと思う毎日です。

卒業生の皆様は、いかがお過ごしでしょうか。お忙しい日々とは思いますが、
是非同窓会総会でお会いできればと思います。
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（収入） （単位：円）
項　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　額 備　　考

前 年 度 繰 越 金 54,393,535 54,393,535 0
同 窓 会 費 3,000,000 2,100,000 900,000 12,000×175人（386人中）
雑 収 入 10,000 11,359 -1,359 決算利息
収 益 事 業 1,100,000 945,379 154,621 自動販売機売上げ
前期末未収入金 132,621 132,621 0 自動販売機売上げ（前期分）
期 末 未 収 入 金 -132,621 -111,231 -21,390 自動販売機売上げ（当期未収分）
収 入 合 計 58,503,535 57,471,663 1,031,872

（支出） （単位：円）
項　　　目 予　算　額 決　算　額 差　　額 備　　考

会 議 費 150,000 14,000 136,000 総会飲食代（同窓会負担分）
旅 費 交 通 費 100,000 0 100,000
通 信 費 30,000 35,510 -5,510 後納郵便料
印 刷 製 本 費 30,000 0 30,000
消 耗 品 費 100,000 51,030 48,970 クリスマスイルミ飲料、総会花代、名誉市民花代
人 件 費 0 0 0
手 数 料 10,000 7,344 2,656 振込手数料
広 告 費 50,000 0 50,000
委 託 費 1,450,000 1,404,570 45,430 会報誌､クリスマスイルミネーション音響･装飾等
機 器 備 品 費 0 0 0
支 部 会 補 助 費 50,000 0 50,000
学 生 援 助 費 500,000 446,500 53,500 学生奨励金、パスケース、伊賀祭協賛
自販機事業支出 600,000 600,000 0 自販機設置費
公 租 公 課 180,000 179,000 1,000 国税、県税、市税
雑 費 50,000 30,000 20,000 会費（理大附50周年、名誉市民、DFKクラブ）
順正学園50周年
記 念 事 業 費 11,000,000 10,000,000 1,000,000 順正学園50周年記念事業寄付

予 備 費 100,000 0 100,000
次 年 度 繰 越 金 44,103,535 44,703,709 -600,174
支 出 合 計 58,503,535 57,471,663 1,031,872

平成27年度期 同窓会決算書
（期間：平成27年10月1日～平成28年9月30日）

KIBI  Internat ional  University  news 事 務 局 だ よ り

　本学では保育士資格・幼稚園教諭、小学校教諭1種免許状が取得
可能な通信教育部 心理学部 子ども発達教育学科、高度な職業人の
養成を目指す通信制大学院（修士課程４研究科、博士（後期）課
程２研究科）を開設しています。通信制での学びは、「学びたい」
という情熱を持ったすべての人が対象です。
　なお、本学卒業生は入学金が免除されます。

○通信教育部 心理学部 子ども発達教育学科
　取得できる資格・免許
　・保育士資格※1

　・幼稚園教諭１種免許状※2

　・小学校教諭１種免許状※2

　・社会福祉主事（任用資格）
※1   保育士資格を目指す場合、大学卒業者は２年次編入学することができます。
※2   幼稚園教諭又は小学校教諭１種免許状取得を目指す場合、大学卒業者は

３年次編入学することができます。

○通信制大学院

研　究　科　名 専　攻　名 課　程　名 修業
年限

社 会 福 祉 学 研 究 科 社 会 福 祉 学 専 攻 修士課程 ２年
連合国際協力研究科※1 国 際 協 力 専 攻 修士課程 ２年

保 健 科 学 研 究 科 ※2 理 学 療 法 学 専 攻 修士課程 ２年
作 業 療 法 学 専 攻 修士課程 ２年

知 的 財 産 学 研 究 科 知 的 財 産 学 専 攻 修士課程 ２年
心 理 学 研 究 科 心 理 学 専 攻 博士（後期）課程 ３年
連合社会福祉学研究科※1 社 会 福 祉 学 専 攻 博士（後期）課程 ３年

※1 系列大学である九州保健福祉大学（宮崎県延岡市）との連合研究科
※2 保健科学研究科は、理学療法又は作業療法の実務経験が３年以上必要

　また各地で入学説明会を開催していますので、通信教育に興
味のある方はお気軽にご参加ください。入学説明会日程や学部・
研究科の学び方など、通信教育に関する様々な情報がご覧いた
だけます。

出願に関するお問い合わせ
　●吉備国際大学　入試広報室
　　〒700-0022　岡山県岡山市北区岩田町2-5
　　TEL 086-231-3600　　FAX 0866-22-3601
　　E-mail：koho＠kiui.ac.jp

入学説明会・通信教育に関するお問い合わせ
　●吉備国際大学　通信教育事務課
　　〒716-8508　岡山県高梁市伊賀町8
　　TEL 0866-22-3654　FAX 0866-22-8133
　　E-mail：tsushin＠kiui.ac.jp
※ 連合社会福祉学研究科については、九州保健福祉大学通信教育事務課
（TEL 0982-23-5535）までお問い合わせください。

通信教育部スマートフォンサイト

通信教育部ホームページURL　
http://www.kiui.jp/pc/tsushin/kids/

通信制大学院スマートフォンサイト

大学院（通信制）ホームページURL　
http://kiui.jp/pc/tsushin/grad/

通 信 教 育 の ご 紹 介


